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砂地盤の浅い基礎の支持力についてⅠ
一一イ可が問題か?-

OnbearingcapacityofshallowfoundationonsandI

- Whatistheproblem?-

龍 岡 文 夫*
FumioTATSUOKA

1. は じ め に
きた.しかし,土の要素の変形強度に関する実験的研究

が進展 して くると,上記の仮定は,多 くの場合過度な単

土質力学の中で古典的な問題であるとともに,現在 も 純化であることがしだいに明 らかになってきた.本報告

十分には理解 されていないもののひとつは,地盤や斜面

などのマスの強度 (安定性)を要素の強度に基づいて解 ｢B-1

析的手法を用いて予想する問題である.古典的解析法(莱

はそれすらも現在でも十分研究対象 となっているが)に

おいては,土は一様で,等方性で,破壊は仮定 した (あ

るいは設定 した)すべ り面上で同時に生ずると仮定 して 図-1 浅い基礎 (表面基礎)の模式図

表 1 帯基礎の支持力問題における諸要因

要 因 原 位 ~置 室 内 実 験 室 内 実 験 古典的女持力理論
-(重力下) (遠心力載荷) (塑性論的手法)-

1 地盤の一様性 非一様が一般. 一様にするように最大限の努力を払う. 二様と仮定 (非一様を~仮定する場合もある;-2層,3層問題).

2 ひずみ状態 - 三次元.L/Bが大きくて- 二次元平面ひずみ状態-(側壁面のふくらみ,ま~さ 二次元平面ひずみ状態も平面ひずみ状態にを つを極少にするベく最大限の努力を払う)にする (対応する要素実勝と

つていをい). ことが多い. して三軸圧縮試験を考えている例も多い).

3 地盤内の声の拘束庄依存性 地盤内は場所場所により拘束圧が異をり,そのために内部摩擦角は変化するー 通常考慮しをい(一部 ｢下界値｣法で考慮 臥 9】,lO').

的拘束庄~ 比較するとたいへん大きい. いへん小さい. 合わせられる_. 慮Lかすれば考察外.

5 地盤内の声の異方性 地盤内で最大主応力方向が変化しているために内部摩擦角は変化する. 通常考慮しをい (一部｢下界値｣法,極限つり-あい法221で考慮9川 -臥 23J).

~6 進行性破壊 ピーク荷重後に形成されるすべり面上で考えても,ピーク荷重時 (支持力発 通常,すべり面上∴あ

揮時)にそのすべり面上全ての場所で内部摩擦角卓が発揮されていることは るいは破壊領域内で同

をい. 時に声が発揮されると

進行性破壊の程度は拘束庄 (基礎)の規模が大きくをると大きくをる可能性 仮定 ~(一部 ｢下界値｣

が大きい.- 法で考慮‖州 tl仙5'.16').

7 砂の粒子の大 - 同一の砂を用いるとして - Ds0Bの影響を考慮し
きさ(D5.)と基 850/βはたいへん小さ D50/Bは原位置に比較するとたいへん大きい (模 た解析はない.-
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